建築基準法第４３条第２項第２号の許可申請案内
１　申請書の提出先と流れ 

○ 基準案件　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　      　 (許可)
　　申請者 ⇒ 市町の窓口 ⇒ 消防同意 ⇒ 三原市 ⇒ 建築審査会へ報告
            (実態調査・意見書作成)              (現地調査・意見書作成)

○ 個別案件（事前協議済みであること　　　　　　　　　　　　　 (諮問・同意)
　　申請者 ⇒ 市町の窓口 ⇒ 消防同意 ⇒ 三原市 ⇒ 建築審査会 ⇒ 許可
２　提出する書類と部数 

○　許可申請書 ・・・２部（申請者，市，）

○　概  要  書 ・・・１部（市，）

　　　　　　　　　　 個別案件における概要書は，審査会開催までに２部を追加提出。

３　許可申請書に必要なもの 

1 申請書面        「第一面～第三面」と建築許可計画書。

　　　　　　　　　　第三面は，敷地内にある全ての建築物について添付してください。
② 建築理由書　　　 必ず申請者の捺印（みとめ印で可）をしてください。
③ 付近見取図        周辺に避難・消防上有効な公園や消火栓等があれば記入。

④ 配置図            現存する建築物の確認年月日及び確認番号を記入。

　　　　　　　　　　除却予定建築物がある場合は，その旨を点線等で表示。　

　　　　　　　　　　建築物が耐火・準耐火の場合は，これを表示。

　　　　　　　　　　浄化槽の位置及び里道，水路等があれば表示。

⑤ 敷地の断面図     横断と縦断図（敷地境界位置及び建築物位置を表示。配置図兼用も可）。

                        敷地への進入路に高低差，傾斜がある場合は，進入路部分の断面図も必要。
⑥ 各階の平面図     方位を記入。既存及び除却建築物も平面図（略図でも可）を添付。

⑦ 立面図　　　　　 屋根・外壁・軒裏の構造を表示。

⑧ 汚水雨水系統図   浄化槽の位置及び排水の流れ方向や敷地表面水の流れ方向を「→」で表示。

                    （配置図と兼用の場合も可。汲取り便所の場合は汲取り便槽の位置を表示。）

⑨ その他            委任状，公共用地使用・占用許可等の写し（添付図面の写しを含む），水路床

　　　　　　　　　　版構造図等，公図の写し，関係法令許認可（土地区画整理法・都市計画法・宅

　　　　　　　　　　地造成等規制法など）の写し，各面積算定表などを添付。
４　概要書について 

・　基準案件の概要書は，作成要領を参考に作成してください。

・　審査会の議決を必要とする個別案件の場合は，別途作成要領があるので，注意してください。

・　様式２～４はＡ4版とし，図や写真を枠の中に入れてください。（枠の大きさは任意。）

５　その他 

・　図面等には設計者の記名捺印をしてください。

· 許可申請手数料は，三原市手数料条例により１件33,000円です（申請書の提出の際に窓口でお支払いください）。
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